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　令和２年度は第８次総合計画の期間（平成28年度～令和５年度）の折り返し１年目の年であることから、計画の集
大成につなげることを目指し、市長マニフェスト「みらいが日本一元気なまちづくり」の実現に向けた当初予算を編
成しました。一般会計の当初予算額は、前年度を４8億円余上回る７2１億円で、過去２番目の規模となりました。

令和2年度  安城市のお金の使い道
問 ▼財政課（☎〈７１〉２２７５）

個人市民税は、好調な雇用・所得環境等を受け、前年度
比２億円増の１３９億円としました。法人市民税は、税率
引き下げの影響や、市内企業の業績等を踏まえ、前年度
比１３億円減の２１億円としました。その他、国・県からの
歳入や、基金からの繰入金、市債等を計上しています。

保育園中規模改修や児童クラブ建設を行う他、北部調理
場の移転新築や陸上競技場の改修、名鉄新安城駅の改修
等を進めるため、予算のうち大きな割合を占める民生
費・教育費・土木費が前年度より大きく増額しています。

歳　入

特別会計 企業会計　
介護保険事業や後期高齢者医療を増額した一方、安城桜井
駅周辺特定土地区画整理事業は事業進捗が終盤を迎えてい
ることにより大きく減額しており、特別会計全体では前年
度比０．２％の減となっています。

歳　出

水道事業会計は北部浄水場内の配水管耐震化対
策が概ね完了したこと等により減額している一
方、下水道事業会計は汚水管路整備や広美中継
ポンプ場の耐震化等により増額しています。企
業会計全体としては前年度比４．５％の減となっ
ています。

会計名 予算額 伸び率
国民健康保険事業 １３８億２，８００万円 －２．１％
土地取得 １５０万円 ＋５０．０％
有料駐車場事業 ２億４，３００万円 ０．０％
安城桜井駅周辺特定土地区画整理事業 １６億２，３００万円 －２８．８％
介護保険事業 １１０億１，０００万円 ＋５．９％
後期高齢者医療 ２３億１，９００万円 ＋１４．４％

計 ２９０億２，４５０万円 －０．２％

会計名 予算額 伸び率

水道事業 ５２億５，２００万円 －１１．８％
下水道事業 ６３億６，３００万円 ＋２．５％

計 １１６億１，５００万円 －４．５％

〈住民一人当たりの歳出〉
民生費（福祉や子育て支援等） １３４，５５７円 消防費（消防・防災等） １１，３７７円
教育費（学校教育や生涯学習事業等） ６８，８１８円 農林水産業費（農業振興等） ７，６９５円
土木費（道路や公園の整備等） ６７，４３０円 商工費（商工業・観光振興等） ４，６１１円
衛生費（健康推進やごみ処理等） ３４，８６４円 議会費 ２，１５６円
総務費（財産管理や税金徴収等） ３０，３２８円 その他 １，１７９円
公債費（借金の返済等） １５，９５３円 合計 ３７８，９６７円
※３月１日現在の人口１９０，２５４人で算出。なお、端数処理のため合計は一致しません。

保険料や使用料等、事業内で独自の収入が
あるものに係る会計

公共の利益を目的に経営する
企業に係る会計

一般会計　市の運営の中心となる会計

一般会計
歳出
721億円

市税
386億
5，357万円
(53.6%)

民生費
256億
6万円
(35.5%)

教育費
130億9，293万円
(18.2%)

土木費
１２８億２，８８２万円
(１７．８%)

国庫支出金
87億1，859万円(12.1%)

その他
30億8，471万円(4.2%)

繰入金
51億6，365万円(7.2%)

衛生費
66億3，296万円(9.2%)

総務費
57億7，009万円
(8.0%)

公債費
30億3，516万円(4.2%)

消防費
21億6，443万円(3.0%)

農林水産業費
14億6，398万円(2.0%)

商工費
8億7，727万円(1.2%)
議会費
4億1，018万円(0.6%)
その他
2億2，412万円(0.3%)

県支出金
42億1，886万円
(5.9%)

地方消費税
交付金
42億円(5.8%)

市債
40億7，700万円
(5.7%)

諸収入
24億8，362万円(3.4%)

繰越金
15億円(2.1%)

一般会計
歳入
721億円
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第８次総合計画「幸せつながる健幸都市 安城」の５つの分野と行財政運営に分けて、主な事業を紹介します。

　三河安城駅周辺にお
いて公民連携のまちづ
くりを行うため、社会
実験等を通じて意欲の
ある人、地域団体、民
間企業等と目指す将来
像・ビジョンを共有し、
まちを本格的につかう
取り組みを進めます。

陸上競技場改修事業　　　  【４億８９００万円】 交差点改良事業（市道長根東山ノ田線・北
歌口八幡線）　　　　　　　【１億９２５０万円】

三河安城駅周辺パワーアップ
再生プロジェクト推進事業　　　【１７５０万円】 多世代住宅支援事業　　　　　 【３０００万円】

教育相談事業（新ふれあい学級）　【１７８万円】

　摩
ま

耗
もう

の著しい全天候舗
装を全面張り替える他、
競技者用通路（ゴムマッ
ト）の張替等の改修を実
施します。また、老朽化
した陸上競技機器（写真
判定装置、スポーツタイ
マー等）の更新を行いま
す。

　里町にある北部工業
団地交差点は、全方向
に一時停止規制がされ
ているため、朝夕の時
間帯には通勤車両によ
る渋滞が発生していま
す。そこで、安全性を
確保しつつ渋滞の緩和が可能な、環状交差点（ラウンドア
バウト）の整備を進めます。

　子育てファミリーや高齢者世
代等、全ての世代が安心して生
き生きと暮らし、社会で活躍で
きるよう、「地域で支え合い寄り
添う」福祉・子育て施策を推進
するために、多世代住宅の建築
等に対し費用の一部を補助しま
す。また、空き家対策等のため
に補助金の上乗せを行います。

　適応指導教室（ふれあ
い学級）を教育センター内
に加え、北部福祉センタ
ー内と明祥プラザ内に新
たに設置します。このこ
とにより、学校に通えな
い子ども達の自立や自発
的な学校復帰への支援を
拡充することができます。

公民連携事業　　　　　　　　  【４００万円】

　持続可能な都市経営を
行うには、新しい考え方
や仕組みを取り入れ、新
たな価値を生み出すイノ
ベーションの創出が鍵と
なります。まちづくりの
担い手を集めたワークシ
ョップを行い、公共と民間が連携したビジネスや社会活動
の創出を目指します。

健康 環境

経済 きずな

こども 行財政運営

その他の事業
健康
スポーツセンター改修事業【６億２５６８万円】
健康づくり環境整備事業・産婦歯科健康診査ケア事業
【１５１６万円】
経済
地産地消・乾杯条例推進事業【５５０万円】
南明治土地区画整理事業【２２億８３９万円】
こども
保育園中規模改修事業【６億４５９６万円】
児童クラブ事業【７億４７１５万円】
北部学校給食施設整備事業【２７億５６０５万円】

環境
ごみ指定袋作成事業【９３６６万円】
交通結節点整備促進事業（名鉄新安城駅自由通路及び橋
上駅整備事業）【２０億５４００万円】
きずな
ハザードマップ改訂事業【８０９万円】
天文普及事業【４１８８万円】
国史跡本證寺境内保存活用整備事業【１７５０万円】
行財政運営
スマート自治体推進事業【１０８３万円】
窓口キャッシュレス決済導入事業【６９万円】

令和２年度の主な事業

北部福祉センター

明祥プラザ
教育センター
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